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�

議議 案案
〇
平
成
二
十
二
年
度
藤
沢
市
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
三
号
）・

（
第
四
号
）

一
般
会
計
補
正
予
算
は
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
十
一
億
五
千
六

百
四
十
四
万
六
千
円（
第
三
号
）

及
び
一
億
一
千
三
百
一
万
一
千

円
（
第
四
号
）
を
追
加
し
、
補

正
後
の
予
算
総
額
を
一
千
二
百

十
九
億
四
千
五
百
六
十
五
万
二

千
円
と
す
る
。

主
な
補
正
内
容
は
次
の
と
お

り
。

（
第
三
号
）

▽
特
別
支
援
保
育
等
関
係
費
＝

八
百
八
十
万
七
千
円

発
達
に
特
別
な
支
援
が
必
要

な
障
が
い
児
の
受
け
入
れ
増
加

等
に
よ
り
、
特
別
支
援
保
育
委

託
料
が
見
込
み
を
上
回
る
た
め
、

不
足
額
を
増
額
す
る
も
の
。

▽
生
活
保
護
扶
助
費
＝
六
億
七

千
二
百
五
十
万
円

生
活
保
護
受
給
世
帯
の
増
加

に
よ
り
扶
助
費
支
給
額
が
見
込

み
を
上
回
る
た
め
、
不
足
額
を

増
額
す
る
も
の
。

▽
各
種
予
防
接
種
費
＝
七
千
六

百
三
十
六
万
三
千
円

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
者

の
増
加
に
よ
り
、
医
薬
材
料
費

及
び
接
種
業
務
委
託
料
が
見
込

み
を
上
回
る
た
め
、
不
足
額
を

増
額
す
る
も
の
。

（
第
四
号
）

▽
各
種
予
防
接
種
費
＝
一
億
一

千
三
百
一
万
一
千
円

国
の
緊
急
総
合
経
済
対
策
に

係
る
平
成
二
十
二
年
度
補
正
予

算
が
十
一
月
二
十
六
日
に
成
立

し
、
国
庫
補
助
が
措
置
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
中
学
校
一
年
生

か
ら
高
校
一
年
生
ま
で
に
相
当

す
る
年
齢
の
女
性
を
対
象
と
し

た
子
宮
頸
が
ん
予
防
の
た
め
の

ワ
ク
チ
ン
の
個
別
接
種
並
び
に

ゼ
ロ
歳
か
ら
四
歳
ま
で
の
乳
幼

児
を
対
象
と
し
た
細
菌
性
髄
膜

炎
予
防
の
た
め
の
ヒ
ブ
ワ
ク
チ

ン
及
び
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
個
別
接
種
を
全
額
公
費

負
担
に
よ
り
実
施
す
る
た
め
の

議
会
の
動
き

【
十
一
月
】

２
日
　
行
政
改
革
等

特
別
委
員
会

１７
日
　
藤
沢
都
心
部
再
生

・
公
共
施
設
再
整

備
特
別
委
員
会

１９
日
　
議
会
報編

集
委
員
会

２２
日
　
議
会
運
営
委
員
会

２６
日
　
議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
（
第
一
日
）

３０
日
　
議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
（
第
二
日
）

総
務
常
任
委
員
会

【
十
二
月
】

１
日
　
建
設
常
任
委
員
会

２
日
　
民
生
常
任
委
員
会

３
日
　
文
教
常
任
委
員
会

議
員
全
員
協
議
会

６
日
　
総
務
常
任
委
員
会

７
日
　
議
会
運
営
委
員
会

９
日
　
議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
（
第
三
日
）

１０
日
　
議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
（
第
四
日
）

１３
日
　
議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
（
第
五
日
）

１４
日
　
議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
（
第
六
日
）

総
務
常
任
委
員
会

議
会
報編

集
委
員
会

市民の健康を支える施策を展開＝藤沢市保健所

経
費
を
増
額
す
る
も
の
。

〇
藤
沢
市
一
般
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

〇
藤
沢
市
常
勤
の
特
別
職
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
藤

沢
市
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

こ
れ
ら
の
議
案
は
、
大
幅
な

経
済
情
勢
の
悪
化
に
よ
り
、
民

間
の
雇
用
・
賃
金
情
勢
が
厳
し

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
給
料
月
額
や
期
末
・
勤
勉

手
当
支
給
月
数
の
引
き
下
げ
等

を
内
容
と
す
る
人
事
院
勧
告
を

国
が
完
全
実
施
す
る
こ
と
に
伴

い
、
本
市
に
お
い
て
も
国
に
準

じ
た
改
定
を
行
う
た
め
、
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

【
改
正
の
主
な
内
容
】

一
般
職
員
に
つ
い
て
は
、
給

料
月
額
及
び
期
末
・
勤
勉
手
当

支
給
月
数
の
引
き
下
げ
を
、
常

勤
の
特
別
職
職
員
及
び
教
育
長

に
つ
い
て
は
、
期
末
手
当
支
給

月
数
の
引
き
下
げ
を
行
う
も
の
。

【
施
行
日
】
公
布
の
日
及
び
平

成
二
十
二
年
十
二
月
一
日

〇
藤
沢
市
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

こ
の
議
案
は
、
議
員
提
案
に

よ
る
も
の
で
、
経
済
状
況
及
び

本
市
の
財
政
状
況
等
に
か
ん
が

み
、
国
の
指
定
職
職
員
の
期
末

手
当
に
準
じ
、
市
議
会
議
員
の

期
末
手
当
の
支
給
月
数
の
引
き

下
げ
を
行
う
た
め
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。

【
施
行
日
】
公
布
の
日

〇
藤
沢
市
下
水
道
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

こ
の
議
案
は
、
公
共
下
水
道

事
業
の
財
政
状
況
を
勘
案
し
、

公
共
下
水
道
使
用
料
を
改
定
す

る
必
要
に
よ
り
条
例
を
改
正
す

る
も
の
。

〈
主
な
質
問
と
答
弁
〉

質
問

平
成
二
十
二
年
度
ま
で

の
十
二
年
間
、
料
金
改
定
を
行

っ
て
こ
な
か
っ
た
使
用
料
を
、

今
回
引
き
上
げ
る
理
由
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

答
弁

平
成
十
一
年
四
月
に
料

金
改
定
を
行
っ
て
以
来
、
三
年

ご
と
の
公
共
料
金
見
直
し
の
機

会
に
合
わ
せ
、
下
水
道
運
営
審

議
会
に
お
い
て
、
収
支
見
通
し

を
も
と
に
改
定
に
つ
い
て
審
議

し
て
き
た
が
、
下
水
道
の
普
及

に
応
じ
た
汚
水
需
要
と
こ
れ
に

伴
う
使
用
料
収
入
が
見
込
め
た

こ
と
か
ら
、
料
金
改
定
は
行
っ

て
こ
な
か
っ
た
。

今
回
の
引
き
上
げ
は
、
二
十

二
年
度
に
開
催
さ
れ
た
審
議
会

に
お
い
て
議
論
さ
れ
た
も
の
で
、

下
水
道
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、

施
設
の
故
障
や
管
路
の
破
損
等

を
未
然
に
予
防
す
る
維
持
管
理

を
行
う
必
要
が
あ
る
一
方
で
、

議
員
全
員
協
議
会
は
、
十
二

月
三
日
に
開
催
さ
れ
、
新
総
合

計
画
実
施
計
画
の
検
討
状
況
と

地
域
分
権
及
び
地
域
経
営
の
理

念
と
地
域
づ
く
り
、
藤
沢
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
に
制
定
す

る
条
例
の
考
え
方
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
、
こ
れ
に
対
し
、
質

疑
を
行
っ
た
。

〈
市
の
説
明
〉

新
総
合
計
画
の
検
討
は
、
平

く
り
、
藤
沢
づ
く
り
の
た
め
に

は
、
市
民
、
地
域
と
行
政
が
、

地
域
分
権
と
地
域
経
営
の
理
念

を
共
有
し
、
協
働
、
連
携
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域

主
体
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
仕

組
み
と
し
て
、
条
例
の
制
定
を

検
討
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は
条
例
の
基

本
的
な
方
向
を
示
し
、
議
会
の

意
見
を
聞
い
た
上
で
、
今
後
、

地
域
経
営
会
議
か
ら
の
意
見
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
市
民

説
明
会
を
通
じ
て
市
民
の
声
を

集
め
、
そ
れ
ら
を
反
映
し
た
条

例
案
を
議
会
に
上
程
し
た
い
。

連
携
に
よ
る
活
力
と
魅
力
あ
る

ま
ち
の
醸
成
を
図
る
た
め
、
市

民
や
地
域
の
活
動
を
総
合
計
画

事
業
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
れ

ら
の
結
び
つ
き
を
高
め
る
こ
と

③
少
子
高
齢
化
や
社
会
経
済
情

勢
に
対
応
で
き
る
持
続
可
能
な

都
市
形
成
、
社
会
基
盤
の
再
構

築
を
図
る
た
め
、
中
長
期
財
政

計
画
に
基
づ
き
、
短
期
財
政
計

画
と
の
連
動
を
図
り
な
が
ら
、

総
合
計
画
事
業
を
担
保
す
る
こ

と
―
―
以
上
の
三
点
で
あ
り
、

地
域
経
営
会
議
が
地
域
住
民
の

声
を
聞
き
、
地
域
で
の
計
画
案

を
策
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
域
全
体
で
は
二
十

三
年
度
以
降
の
厳
し
い
財
政
状

況
を
踏
ま
え
る
中
で
、
活
力
あ

る
事
業
戦
略
を
立
案
す
る
と
と

も
に
、
市
民
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

企
業
等
に
対
し
て
、
事
業
提
案

を
お
願
い
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
永
続
的
な
地
域
づ

成
二
十
一
年
八
月
に
実
質
的
な

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
以
来
、
一

年
四
カ
月
の
間
に
基
本
構
想
、

基
本
計
画
、
さ
ら
に
実
施
計
画

の
素
案
を
策
定
し
て
き
た
。

実
施
計
画
の
検
討
に
当
た
っ

て
は
、
地
域
分
権
と
新
し
い
公

共
の
理
念
に
基
づ
き
、
地
域
経

営
を
基
本
と
し
た
自
助
、共
助
、

公
助
に
よ
る
地
域
づ
く
り
、
藤

沢
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
市

民
、
地
域
と
行
政
が
、
そ
れ
ぞ

れ
行
う
べ
き
こ
と
を
考
え
、
み

ず
か
ら
が
行
動
す
る
こ
と
を
計

画
に
反
映
さ
せ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

実
施
計
画
の
目
的
は
、
①
基

本
構
想
で
示
し
た
将
来
像
や
私

た
ち
の
政
府
に
よ
る
藤
沢
づ
く

り
の
進
め
方
と
し
て
新
し
い
公

共
と
地
域
分
権
の
理
念
を
具
現

化
す
る
こ
と
②
こ
れ
ま
で
の
行

政
事
業
の
み
の
計
画
と
せ
ず
、

市
民
、
地
域
と
行
政
の
協
働
と

〇
善
行
地
区
に
お
け
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
事
業
用
地
取

得
に
関
す
る
調
査
の
決
議
に
つ

い
てこ

の
議
案
は
、
議
員
九
人
か

近
年
の
下
水
道
の
普
及
に
よ
り

使
用
者
件
数
は
増
加
し
た
も
の

の
、
環
境
意
識
の
高
ま
り
に
よ

る
節
水
指
向
に
よ
り
、
使
用
料

の
収
入
額
が
減
少
傾
向
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。収

入
額
全
体
と
必
要
な
維
持

管
理
費
用
と
の
収
支
を
勘
案
し

た
結
果
、
年
間
平
均
額
で
約
三

億
七
千
万
円
の
不
足
が
生
じ
、

事
業
収
支
の
均
衡
を
図
る
た
め
、

平
均
改
定
率
七
・
三
一
％
の
使

用
料
の
引
き
上
げ
が
必
要
と
の

答
申
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
受
け
、
今
回
料
金
改
定

を
行
う
も
の
で
あ
る
。

【
施
行
日
】
平
成
二
十
三
年
四

月
一
日
。

ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
善
行

地
区
に
お
け
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
事
業
用
地
取
得
に
伴

う
事
実
関
係
を
解
明
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
地
方
自
治
法
（
以

下
「
法
」
と
い
う
。）
第
百
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
調
査
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
必
要
な
調
査

を
行
う
と
し
た
も
の
。

こ
の
議
案
は
、
賛
成
の
立
場

か
ら
討
論
が
行
わ
れ
た
が
、
採

決
の
結
果
、
否
決
さ
れ
た
。

【
議
案
の
提
案
理
由
】

藤
沢
市
土
地
開
発
公
社
が
、

市
の
依
頼
に
よ
り
、
こ
の
土
地

を
一
億
八
百
五
十
万
円
で
取
得

を
し
た
件
に
つ
い
て
の
疑
惑
が
、

二
十
一
年
九
月
定
例
会
に
お
い

て
提
起
さ
れ
て
以
来
、
総
務
・

建
設
常
任
委
員
会
連
合
審
査
会

等
の
開
催
、
一
般
質
問
、
市
民

か
ら
の
疑
惑
解
明
を
求
め
る
請

願
や
陳
情
な
ど
、
そ
の
都
度
質

疑
を
重
ね
、
徹
底
し
た
疑
惑
解

明
に
努
力
し
て
き
た
。

一
方
、
四
会
派
十
五
人
が
共

同
で
依
頼
し
た
不
動
産
鑑
定
結

果
に
よ
る
と
、
こ
の
土
地
の
価

格
は
、
取
得
価
格
の
半
額
以
下

で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
、
二
十
一
年
十
二

月
及
び
二
十
二
年
六
月
定
例
会

に
お
い
て
、
同
様
の
決
議
に
つ

い
て
提
出
し
た
が
、
二
回
と
も

否
決
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
経
過
の
中
で
、

今
回
改
め
て
こ
の
議
案
を
提
案

す
る
の
は
、
第
一
に
、
こ
の
土

地
取
得
疑
惑
が
深
ま
る
ば
か
り

で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
市
が

新
総
合
計
画
実
施
計
画
（
案
）

に
善
行
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
事
業
用
地
等
整
備
事
業
と
明

記
し
、
こ
の
土
地
を
土
地
開
発

公
社
か
ら
買
い
戻
し
、
整
備
す

る
こ
と
と
し
た
こ
と
、第
三
に
、

二
十
三
年
四
月
に
は
議
員
の
改

選
と
な
る
た
め
、
今
任
期
中
に

疑
惑
の
解
明
に
全
力
を
挙
げ
る

こ
と
が
市
民
に
対
す
る
責
務
だ

と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

【
議
案
の
内
容
】

こ
の
土
地
取
得
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て
、
委
員
十
二
人
か

ら
な
る
調
査
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
法
第
百
条
第
一
項
及
び

第
九
十
八
条
第
一
項
の
権
限
を

委
任
す
る
。
調
査
終
了
ま
で
閉

会
中
も
調
査
で
き
る
こ
と
と
し
、

そ
の
経
費
は
、
二
十
二
年
度
に

お
い
て
は
、
五
十
万
円
以
内
と

す
る
。

藤
沢
市
域
の
人
権
擁
護

委
員
の
一
人
が
、
平
成
二

十
三
年
三
月
三
十
一
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る

た
め
、
委
員
を
推
薦
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の

意
見
を
求
め
る
も
の
。

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し

た
。任

期
は
平
成
二
十
三
年

四
月
一
日
か
ら
二
十
六
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
三

年
間
。

・
鈴
木
光
博
氏
（
再
推
薦
、

大
鋸
三
丁
目
在
住
）

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦
に
同
意

全
額
公
費
負
担
に
よ
り
実
施

女
性
・
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る

子宮頸がん等
予防接種

討論型世論調査における市民の声も新総合計画へ反映させる


